
中
有
と
冥
界

『
日
本
霊
異
記
』
の
蘇
生
説
話

小

林

真
由
美

一

『
日
本
霊
異
記
』
の
蘇
生
説
話
の
主
人
公
た
ち
は
、
死
後
数
日
し
て
よ
み
が
え
り
、
そ
の
間
の
体
験
談
を

１
）

語
る
。
多
く
は
閻
羅
王

の
使
い
に
冥
界
に
連
れ
て
行
か
れ
、
亡
父
や
亡
母
に
会
っ
た
り
、
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
り
、
地
獄
の
責
め
苦
を
受
け
て
き
た
り
す
る
。

死
後
の
世
界
を
往
還
す
る
彼
ら
は
、
何
者
な
の
か
。
死
者
の
「
魂
」
だ
ろ
う
か
。「
魂
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

仏
教
で
は
輪
廻
転
生
の
過
程
を
、「
中
有
・
生
有
・
本
有
・
死
有
」
の
「
四
有
（b

h
a
v
a

｜ca
tu
s

・t

・ay
a

）」
と
分
析
し
て
い
る
。
死

か
ら
次
の
生
を
受
け
る
ま
で
の
存
在
（
有
）
を
「
中
有
」、
生
ま
れ
る
瞬
間
の
存
在
を
「
生
有
」、
生
ま
れ
て
か
ら
死
の
前
ま
で
の
存

在
を
「
本
有
」、
死
の
瞬
間
の
存
在
を
「
死
有
」
と
す
る
。
そ
の
「
四
有
」
を
繰
り
返
す
状
態
が
、
輪
廻
転
生
で
あ
る
。
無
色
界
・

色
界
・
欲
界
の
三
界
の
う
ち
、
色
界
・
欲
界
の
衆
生
に
は
す
べ
て
こ
の
四
有
が
あ
る
と
い
う
。

中有と冥界
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こ
の
説
に
従
え
ば
、
蘇
生
説
話
で
、
死
後
の
世
界
を
訪
問
し
、
次
の
世
に
転
生
し
な
い
で
も
と
の
身
体
に
戻
っ
て
く
る
何
者
か
は
、

「
中
有
（a

n
ta
ra

｜b
h
a
v
a

）」
に
該
当
す
る
。

「
四
有
」
は
、
説
一
切
有
部
の
『
阿
毘
達
磨
発
智
論
』
に
説
か
れ
て
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
な
ど
に
詳

し
く
注
解
さ
れ
、
大
乗
仏
教
に
受
け
継
が
れ
た
。
法
相
宗
所
依
の
経
論
で
あ
る
『

伽
師
地
論
』
巻
第
一
に
も
説
か
れ
て
お
り
、
景

戒
も
学
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
四
有
と
は
、
謂
は
く
、
本
有
・
死
有
・
中
有
・
生
有
な
り
」
と
説
く
が
如
き
、
云
何
が
本
有
な
る
。

答
ふ
。
生
分
と
死
分
を
除
け
る
諸
蘊
の
中
間
の
諸
有
な
り
。

云
何
が
死
有
な
る
。

答
ふ
。
死
分
の
諸
蘊
な
り
。

云
何
が
中
有
な
る
。

答
ふ
。
死
分
と
生
分
を
除
け
る
諸
蘊
の
中
間
の
諸
有
な
り
。

云
何
が
生
有
な
る
。

答
ふ
。
生
分
の
諸
蘊
な
り
。

（『
阿
毘
達
磨
発
智
論
』
巻
第
十
九
）

頌
に
曰
は
く
、

死
と
生
の
二
有
の
中
の
、
五
蘊
を
中
有
と
名
く
。
未
だ
至
る
べ
き
処
に
至
ら
ず
、
故
に
、
中
有
は
生
に
非
ず
。

論
じ
て
曰
は
く
、
死
有
よ
り
後
、
生
有
の
前
に
在
り
て
、
即
ち
彼
の
中
間
に
、
自
體
あ
り
て
起
り
、
生
処
に
至
ら
ん
が
為
め

の
故
に
此
の
身
を
起
す
な
り
。〔
こ
は
〕
二
趣
の
中
間
な
る
が
故
に
、
中
有
と
名
く
。

（『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
第
八
）
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総
じ
て
有
の
體
を
説
か
ば
、
是
れ
五
取
蘊
な
り
。〔
而
し
て
〕
中
に
於
い
て
、
位
の
別
を
分
析
し
て
四
と
為
す
。
一
に
は
中

有
。
義
は
前
に
説
く
が
如
し
。
二
に
は
生
有
。
謂
は
く
、
諸
の
趣
に
於
い
て
生
を
結
ぶ
の
刹
那
な
り
。
三
に
は
本
有
。
生
の
刹

那
を
除
く
死
の
前
の
余
の
位
な
り
。
四
に
は
死
有
。
謂
は
く
、
最
後
の
念
に
し
て
、
中
有
の
前
に
次
ぐ
も
の
な
り
。

（
同
、
巻
第
九
）

当
に
知
る
べ
し
、
中
有
は
無
色
界
を
除
き
て
一
切
の
生
処
に
あ
り
と
。

（『

伽
師
地
論
』
巻
第
一
）

「
死
有
よ
り
後
、
生
有
の
前
」
に
「
生
処
に
至
ら
ん
が
為
め
の
故
に
此
の
身
を
起
す
」（
傍
線
部
）
の
が
「
中
有
」
だ
と
い
う
。
仏

教
的
解
釈
を
す
れ
ば
、
冥
界
遊
行
を
し
て
も
と
の
身
に
還
っ
て
く
る
の
は
、「
中
有
」
と
い
わ
れ
る
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二

「
中
有
」
は
「
中
陰
」
と
も
称
さ
れ
る
。
現
代
も
追
善
供
養
と
し
て
行
な
わ
れ
る
中
陰
法
要
の
「
中
陰
」
で
あ
る
。「
陰
」
は
「
五

陰
（
五
蘊
）」
の
こ
と
で
、
人
間
（
衆
生
）
の
肉
体
と
精
神
を
構
成
す
る
五
要
素
（
色
・
受
・
想
・
行
・
識
）
で
あ
る
。

現
代
語
の
「
中
陰
」
は
、
中
陰
法
要
に
お
け
る
四
十
九
日
間
（
七
七
日
）
の
期
間
を
示
す
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

ち
ゅ
う

う
【
中
有
】（
仏
）
四
有
の
一
つ
。
衆
生
が
死
ん
で
次
の
生
を
受
け
る
ま
で
の
間
。
期
間
は
一
念
の
間
か
ら
七
日
あ
る

い
は
不
定
と
も
い
う
が
、
日
本
で
は
四
九
日
。
こ
の
間
、
七
日
ご
と
に
法
事
を
行
う
。
中
陰
。
↓
四
十
九
日

（『
広
辞
苑
』
第
六
版
）

し
か
し
、
仏
典
語
と
し
て
の
「
中
有
」「
中
陰
」
は
、「
自
體
あ
り
て
」「
此
の
身
を
起
す
な
り
」（
前
掲
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
傍
線

中有と冥界
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部
）
と
あ
る
よ
う
に
、
存
在
す
る
主
体
（
體
・
身
）
を
表
す
語
で
あ
っ
て
、
期
間
の
意
味
に
用
い
る
の
は
、
二
次
的
な
用
法
で
あ
る
。

中
陰
法
要
は
、『
続
日
本
紀
』
に
、
文
武
天
皇
崩
御
の
際
に
中
陰
法
要
を
行
な
っ
た
記
事
が

２
）

あ
り
、
白
鳳
時
代
よ
り
宮
中
で
行
な

わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、「
中
陰
（
中
有
）」
の
知
識
は
、
仏
教
徒
以
外
に
も
早
く
か
ら
流
布
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
に
「
中
有
」「
中
陰
」
と
い
う
語
は
み
ら
れ
な
い
が
、
中
陰
法
要
を
示
す
記
述
が
下
巻
第
二
十
五
縁
と
第
三
十
七

縁
に
み
ら
れ
る
。
下
巻
の
説
話
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
奈
良
時
代
末
期
に
は
、
七
七
日
の
中
陰
法
要
が
民
間
で
も
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

下
巻
第
二
十
五
縁
は
、
紀きの
臣おみ
馬うま
養かひ
が
漁
に
出
て
暴
風
雨
に
遭
っ
て
遭
難
し
、
二
ヵ
月
後
に
故
郷
に
帰
っ
た
。
馬
養
の
妻
子
は
馬
養

を
見
て
言
っ
た
。

「
海
に
入
り
て
溺
れ
て
死
に
、
七
々
日
を
逕
て
、
斎
食
を
為
し
、
恩
を
報
ゆ
る
こ
と
既
に
畢
る
。
思
は
ず
よ
り
外
に
、
何
す
れ

ぞ
活い
き
て
還か
来へ
る
。
も
し
は
是
れ
夢
か
、
も
し
は
是
れ
魂
か
」
と
い
ふ
。

（
下
巻
「
大
海
に
漂
ただよひ

流ながれれ
敬
ひ
て
釈
迦
仏
の
名
を
称
へ
て
命
を
全
く
す
る
こ
と
得
る
縁
」
第
二
十
五
）

下
巻
第
三
十
七
縁
で
は
、「
京
の
中
の
人
」
が
病
気
で
急
死
し
、「
閻
羅
王
の
闕みかど」
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
佐さへ
伯きの
宿すく
禰ね
伊い
太た
知ち
と
い
う

人
が
、
閻
羅
王
に
罪
を
責
め
ら
れ
、
打
た
れ
て
叫
ん
で
い
る
の
を
見
た
。「
京
の
中
の
人
」
は
蘇
っ
て
そ
の
様
子
を
述
べ
、
佐
伯
伊

太
知
の
妻
子
等
は
そ
れ
を
聞
く
と
、
悲
し
み
哀
れ
ん
で
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
卒し
に
て
七
々
日
を

、
彼そ
の
恩
の
霊
の
為
に

を
おこな

ひ
福
を
贈
る
こ
と
既
に
畢
る
。
何いか
に
か
図
ら
む
、
悪
趣
に
堕
ち
て
劇はげ
し

き
苦
を
受
く
る
こ
と
を
」
と
い
ふ
。
更
に
法
花
経
一
部
を
写
し
奉
り
て
、
恭
敬
う
や
ま

ひ
供
養
し
、
追
ひ
て
彼
の
霊
の
苦
を
救
ふ
。
此

れ
ま
た
奇あ
異や
し
き
事
な
り
。

（
下
巻
「
因
果
を
顧
ず
悪
を
作おこなひ
て
罪
の
報
を
受
く
る
縁
」
第
三
十
七
）
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佐
伯
伊
太
知
の
妻
子
は
、
七
七
日
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
今
は
、
伊
太
知
は
閻
羅
王
の
裁
定
を
受
け
て
「
悪
趣
に
堕
ち
て
劇はげ
し
き
苦

を
受
」
け
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
嘆
い
た
。
こ
れ
は
、
中
有
の
期
間
は
最
長
七
七
日
で
、
そ
れ
ま
で
に
か
な
ら
ず
何
処
か
に
転
生
す
る

と
い
う
仏
典
の
説
に
基
づ
い
て
い
る
。
妻
子
は
、
す
で
に
悪
趣
に
転
生
し
た
で
あ
ろ
う
伊
太
知
の
苦
を
救
う
た
め
に
、
法
華
経
書
写

の
供
養
を
行
な
っ
た
と
い
う
。
七
七
日
の
転
生
に
つ
い
て
は
ほ
か
に
、
中
巻
「
慳
貪
に
因
り
て
大
蛇
と
成
る
縁
」
第
三
十
八
に
、
慳

貪
の
僧
が
、
死
ん
だ
後
七
七
日
を
経
て
大
蛇
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
僧
が
銭
を
隠
し
た
室
の
戸
の
前
に
伏
し
て
、
銭
を
護
っ
た
と
い

う
説
話
が
み
ら

３
）

れ
る
。

輪
廻
転
生
は
、
四
有
で
示
す
と
、
次
の
よ
う
な
繰
り
返
し
に
な
る
。

…
…
生
有
↓
本
有
↓
死
有
↓
中
有
↓
生
有
↓
本
有
↓
死
有
↓
中
有
…
…

中
有
は
、
現
世
（
生
有
↓
本
有
↓
死
有
）
か
ら
来
世
（
生
有
↓
本
有
↓
死
有
）
へ
の
つ
な
ぎ
目
で
あ
る
。

人
が
死
ん
で
転
生
を
せ
ず
に
蘇
生
す
る
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
図
式
に
な
る
。

生
有
↓
本
有
↓
死
有
↓
中
有

中
有
か
ら
生
有
へ
と
順
調
に
進
ま
ず
に
、
中
有
か
ら
も
と
の
本
有
へ
と
逆
戻
り
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
に

お
け
る
蘇
生
説
話
は
、
す
べ
て
冥
界
遊
行
の
モ
チ
ー
フ
を
と
も
な
い
、
中
有
で
何
ら
か
の
体
験
を
し
た
後
に
蘇
る
。
多
く
の
者
は
、

閻
羅
王
の
宮
に
連
れ
て
行
か
れ
た
後
、
も
と
の
体
に
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

蘇
生
説
話
で
も
、
地
獄
な
ど
に
生
じ
て
か
ら
も
と
の
身
と
し
て
復
活
し
た
場
合
は
、
地
獄
に
い
っ
た
ん
生
じ
た
と
い
う
こ
と
な
の

中有と冥界
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で
、
次
の
よ
う
な
図
式
に
な
る
。

本
有
↓
死
有
↓
中
有
↓
生
有
↓
本
有

ま
た
、『
日
本
霊
異
記
』
に
は
、
も
と
の
体
が
焼
か
れ
て
失
わ
れ
て
い
た
た
め
に
、
違
う
人
間
の
身
体
で
蘇
っ
た
と
い
う
説
話

（
中
巻
第
二
十
五
縁
）
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
こ
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

本
有
↓
死
有
↓
中
有

本
有

こ
う
し
た
図
式
は
、
仏
教
説
話
以
外
の
、
転
生
の
観
念
の
な
い
蘇
生
説
話
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
神
話
な
ど
で
は
生
の
世
界
に

対
す
る
死
の
世
界
が
あ
り
、
そ
の
往
復
と
い
う
構
造
に
な
る
。

生
の
世
界

死
後
の
世
界

イ
ザ
ナ
キ
イ
ザ
ナ
ミ
の
黄
泉
の
国
訪
問
神
話
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

葦
原
中
国
（
生
の
国
）

黄
泉
国
（
死
の
国
）

仏
教
説
話
と
し
て
の
蘇
生
説
話
は
、
生
と
死
の
往
復
の
物
語
で
は
な
く
、
輪
廻
転
生
の
規
則
的
な
永
久
の
繰
り
返
し
の
中
に
生
じ

た
、
小
さ
な
乱
れ
の
物
語
な
の
で
あ
る
。
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三

『
日
本
霊
異
記
』
に
み
え
る
最
初
の
蘇
生
説
話
は
、
上
巻
「
三
宝
を
信
敬
う
や
ま

ひ
て
現
報
を
得
る
縁
」
第
五
で
あ
る
。
大おほ
部ともの
屋や
栖す
野の
古この

連むらじ
公ぎみ
は
、
聖
徳
太
子
の
肺
腑
の
侍
者
で
、
敬
虔
な
仏
教
信
者
で
あ
っ
た
。
聖
徳
太
子
の
死
後
出
家
を
望
ん
だ
が
か
な
え
ら
れ
ず
、

四
年
後
の
推
古
天
皇
三
十
三
年
十
二
月
八
日
に
急
死
し
た
。
天
皇
は
七
日
間
遺
体
を
留
め
て
、
屋
栖
野
古
の
忠
信
を
偲
ん
だ
。

三
十
三
年
乙
酉
の
冬
十
二
月
の
八
日
に
、
連
公
難
破
に
居
住す

み
て
急
たちまちに

卒し
ぬ
。
屍
に
異あや
し
き
香
有
り
て
か

馥を
る
。
天
皇
勅
し
て
、

七
日
留
め
し
め
、
彼
の
忠
を
詠しの
は
し
め
た
ま
ふ
。
三
日
を
逕
て
す
な
は
ち
蘇よみ
甦がへ
る
。

（
上
巻
第
五
縁
）

屋
栖
野
古
は
蘇
っ
た
後
に
、
自
分
は
五
色
の
雲
の
道
を
渡
っ
て
、
聖
徳
太
子
と
文
殊
菩
薩
に
会
っ
て
き
た
と
い
う
話
を
語
っ
た
。

屋
栖
野
古
が
蘇
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
天
皇
が
、
遺
体
を
「
七
日
留
め
し
め
」
た
た
め
で
あ

４
）

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
蘇
生
説
話

で
は
本
有
に
戻
る
た
め
の
肉
体
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
条
件
と
な
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
に
は
、
上
巻
第
五
縁
を
入
れ
て
、
十
三
の
蘇
生
説
話
が
み
ら
れ
る
。
肉
体
を
保
管
し
た
理
由
と
、
死
後
蘇
生
ま

で
の
日
数
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

上
巻
第
五
縁

大おほ
部ともの屋や
栖す
野の
古この
連むらじ
公ぎみ
。
天
皇
が
七
日
間
と
ど
め
た
。
三
日
後
に
蘇
る
。

上
巻
第
三
十
縁

膳

臣

広

国

かしはでのおみひろくに
。
理
由
無
し
。
三
日
後
に
蘇
る
。

中
巻
第
五
縁

一ひとりの
富
め
る
家いへ
長ぎ
公み
。「
十

５
）

九
日
置
き
て
焼
く
こ
と
な
か
れ
」
と
遺
言
。
九
日
後
に
蘇
る
。

中有と冥界
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中
巻
第
七
縁

釈
智
光
。「
九
日
十
日
置
き
て
待
て
」
と
遺
言
。
九
日
後
に
蘇
る
。

中
巻
第
十
六
縁

一ひとりの
富
め
る
人
。「
七
日
置
け
」
と
卜
者
に
託
宣
。
七
日
後
に
蘇
る
。

中
巻
第
十
九
縁

利とか
苅りの
優う
婆ば
夷い
。
理
由
無
し
。
三
日
後
に
蘇
る
。

中
巻
第
二
十
五
縁

鵜
垂
郡

うたりのこほり
の
衣
女
。
三
日
後
に
蘇
ろ
う
と
し
た
ら
自
分
の
身
が
火
葬
に
さ
れ
て
い
た
の
で
、
か
わ
り
に
布ぬの

敷しの
臣おみ
衣きぬ
女め
の
身
と
な
っ
て
蘇
る
。

下
巻
第
九
縁

藤
原
朝
臣
広ひろ
足たり
。
親
属
が
「
喪はぶ
り

の
物
を
備まう
く
」。
三
日
後
に
蘇
る
。

下
巻
第
二
十
二
縁

他をさ
田たの
舎
人
と
ね
り

蝦
夷
え
び
す

。
妻
子
が
「
丙
年
の
人
な
る
が
故
に
焼
き
失
は
ず
」
と
し
、「
地
を
点
め
て
はひや

を
作
り
、

し
て
置
く
」。
七
日
後
に
蘇
る
。

下
巻
第
二
十
三
縁

大
伴
連
忍おし
勝かつ
。
眷
属
が
「
殺
人
の
罪
を
断
ら
し
め
よ
。
故
に
たやす

く
焼
き
失
は
ず
」
と
言
っ
て
、「
地
を
点

め
てはひやを
作
り

り
収
め
て
置
く
」。
五
日
後
に
蘇
る
。

下
巻
第
二
十
六
縁

田たな
中かの
真ま
人ひと
広ひろ
虫むし
女め
。
理
由
無
し
。「
七
日
を
逕
て
、
焼
か
ず
し
て
置
く
」。「
其
の
七
日
の
夕
に
」
蘇
る
。

下
巻
第
三
十
五
縁

火ひの
君きみ
の
氏
の
ひ
と
。
理
由
無
し
。
日
数
不
明
。

下
巻
第
三
十
七
縁

京
の
中
の
人
。
理
由
無
し
。
日
数
不
明
。

遺
体
の
保
存
理
由
は
、
遺
言
や
託
宣
に
よ
っ
て
遺
体
を
と
ど
め
て
置
か
せ
る
場
合
が
三
例
、「
喪

」
の
準
備
の
た
め
の
場
合

（
下
巻
第
九
縁
）、
丙
年
生
ま
れ
の
た
め
（
下
巻
第
二
十
二
縁
）、
殺
人
の
証
拠
保
存
の
た
め
（
下
巻
第
二
十
三
縁
）、
が
一
例
ず
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
の
蘇
生
説
話
の
中
に
「
喪

」（
下
巻
第
九
縁
）「

し
て
置
く
」（
下
巻
第
二
十
二
縁
）「

り
収
め
て
置
く
」（
下
巻
第
二
十
三

四〇



縁
）
と
「

」
の
語
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
が
喪
屋
や

宮
を
建
て
て
遺
体
を
仮
安
置
す
る
、
古
来
の
「
モ
ガ
リ
」「
ア
ラ
キ
」
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
火
葬
で
は
な
い
葬
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺

６
）

え
る
。

ま
た
、
体
が
火
葬
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
、
蘇
生
で
き
な
か
っ
た
説
話
、
下
巻
第
三
十
六
縁
が
あ
る
。
藤
原
朝
臣
永
手
は

閻
羅
王
に
帰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

「
す
な
は
ち
閻
羅
王
、
我
れ
を
免
し
て
擯お
ひ
返
し
たま

ふ
。
然
れ
ど
も
我
が
体
滅
び
て
寄
宿よ

る
所
無
し
。
故
に
道
中
に
漂
ふ
」
と

い
ふ
。

（
下
巻
「
塔
の
階
を
減へ
し
寺
の

を
仆たふ
し
て
悪
し
き
報
を
得
る
縁
」
第
三
十
六
）

と
、
も
と
の
体
に
戻
れ
な
い
た
め
に
、「
道
中
」
に
さ
ま
よ
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。「
道
中
」
は
、
六
道
の
ど
こ
に
も
往
け
な
い
た

め
に
、「
道
（
世
界
）
と
道
の
間
」
を
さ
ま
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

経
典
に
よ
る
と
、
中
有
は
、
死
後
七
日
以
内
に
生
縁
を
得
て
、
次
の
生
を
受
け
る
。
七
日
以
内
に
生
縁
が
定
ま
ら
ず
転
生
し
な
い

場
合
は
、
も
う
七
日
間
延
長
さ
れ
る
。
ど
ん
な
に
遅
く
と
も
、
七
期
目
（
七
七
日
・
四
十
九
日
）
ま
で
に
は
転
生
す
る
と
い
う
。

尊
者
世
友
は
言
ふ
、「
此
れ
の
極
多
は
七
日
な
り
。
若
し
生
縁
未
だ
合
は
ざ
れ
ば
、
便
ち
数
死
し
、
数
生
ず
」
と
。

有
余
師
は
言
は
く
、「
極
は
七
七
日
な
り
」
と
。

（『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
第
九
）

又
此
の
中
有
は
若
し
未
だ
生
縁
を
得
ざ
れ
ば
、
七
日
を
極
と
し
て
住
す
。
生
縁
を
得
る
あ
ら
ば
即
ち
決
定
せ
ず
、
若
し
七
日
を

極
と
し
て
〔
尚
〕
未
だ
生
縁
を
得
ざ
れ
ば
、
死
し
て
復
た
生
じ
、
七
日
を
極
と
し
て
住
す
。
是
の
如
く
展
転
し
て
、
未
だ
生
縁

を
得
ざ
れ
ば
、
乃
至
七
七
住
す
。

（『

伽
師
地
論
』
巻
第
一
）

『
日
本
霊
異
記
』
説
話
で
は
、
不
明
の
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
七
日
以
内
（
三
日
・
五
日
・
七
日
）
に
蘇
っ
て
い
る
。
中
巻

第
五
縁
と
第
七
縁
だ
け
が
蘇
生
ま
で
に
九
日
か
か
っ
て
い
る
。
七
七
日
以
内
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、『
日
本
霊
異
記
』
説
話
の
中
で

中有と冥界
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は
例
外
的
で
あ
る
。

中
巻
「
智
し
き
者
変
化
の
聖
人
を
誹そしり
妬ねた
み
て
現
に
閻
羅
の
闕
に
至
り
地
獄
の
苦
を
受
く
る
縁
」
第
七
の
智
光
は
、
行
基
誹
謗
の

罪
に
よ
っ
て
閻
羅
王
に
召
さ
れ
、
三
日
間
ず
つ
三
回
、
地
獄
で
責
め
苦
を
受
け
て
き
た
。
こ
の
地
獄
巡
り
を
一
旦
地
獄
に
「
転
生
」

し
た
も
の
と
考
え
る
と
、
中
有
の
期
間
と
は
異
な
っ
て
く
る
の
で
、
例
外
的
に
九
日
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

中
巻
「
漢
神
の
祟
に
依
り
牛
を
殺
し
て
祭
り
ま
た
生
いきものを

放
つ
善
を
修おこなひ
て
現
に
善
と
悪
と
の
報
を
得
る
縁
」
第
五
は
、
摂
津
国
の

「
一ひとりの
富
め
る
家いへ
長ぎ
公み
」
が
七
年
間
の
重
病
の
末
に
亡
く
な
り
、
九
日
後
に
蘇
っ
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
閻
羅
王
の
宮
で
、
漢
神

の
生
贄
に
祭
っ
た
牛
が
七
人
の
牛
頭
人
身
の
獄
卒
と
し
て
現
れ
、
家
長
公
を
膾
に
し
て
食
お
う
と
い
い
、
一
方
で
は
、
家
長
公
が
放

生
し
た
生
き
物
た
ち
千
万
余
人
が
家
長
公
を
か
ば
い
、
双
方
が
言
い
分
を
譲
ら
な
か
っ
た
。
八
日
を
経
て
、
閻
羅
王
が
「
明
日
に
参ま

向う
で
よ
」
と
言
い
、
九
日
目
に
集
会
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
決
に
よ
り
家
長
公
は
放
免
と
い
う
裁
定
だ
っ
た
。
七
日
以
内
に
決
着
が
着

か
な
か
っ
た
の
で
、
八
日
目
に
閻
羅
王
が
腰
を
あ
げ
、
九
日
目
に
裁
定
を
下
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

四

中
有
は
、
ど
ん
な
姿
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
な
ど
に
よ
る
と
、
中
有
は
、
来
世
の
本
有
の
姿
を

し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
極
細
な
の
で
肉
眼
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
。

問
ふ
、
一
切
の
中
有
の
形
状
は
云
何
ん
。
答
ふ
、
中
有
の
形
状
は
、
当
本
有
の
如
し
。
謂
く
、
彼
の
当
に
地
獄
趣
に
生
ず
べ
き

者
の
所
有
の
形
状
は
、
即
ち
地
獄
の
如
く
、
乃
至
当
に
天
趣
中
に
生
ず
べ
き
者
の
所
有
の
形
状
は
、
即
ち
彼
の
天
の
如
き
な
り
。

四二



中
有
と
本
有
と
は
、
一
業
の
引
く
も
の
な
る
が
故
に
。

（『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
七
十
）

当
に
何
れ
の
趣
に
往
く
可
き
、
所
起
の
中
有
の
形
状
は
如
何
。

此
は
一
業
を
引
く
故
に
、
当
の
本
有
の
形
の
如
し
。

（『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
第
九
）

論
じ
て
曰
は
く
、
此
の
中
有
の
身
は
同
類
の
み
相
見
る
。
若
し
極
浄
天
眼
を
修
得
す
る
こ
と
有
ら
ば
、
亦
た
能
く
見
る
こ
と
を

得
。
諸
の
生
得
の
眼
は
、
皆
観
る
こ
と
能
は
ず
。
極
細
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。

（
同
）

中
有
は
「
極
細
」
の
姿
で
、
業
に
引
か
れ
て
次
の
生
有
へ
と
移
動
す
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
中
有
が
生
縁
を
得
る
ま
で
の
様
相

に
つ
い
て
は
、『
正
法
念
処
経
』
巻
第
三
十
四
に
、
十
七
種
に
わ
け
て
説
か
れ
て
い
る
。『
正
法
念
処
経
』
の
説
は
『
諸
経
要
集
』
四

生
部
中
陰
縁
、『
法
苑
珠
林
』
受
報
篇
中
陰
部
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
有
の
姿
が
「
小
児
の
如
し
」（『
灌
頂
経
』
巻
第
十

一
）
と
い
う
説
も
あ
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
で
は
、
特
に
冥
界
遊
行
の
際
の
主
人
公
の
外
見
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。「
七
人
の
非
人
有
り
。
牛
頭
人
身
な
り
。

我
が
髪
に
縄
を
繫
け
て
捉
へ
て
衛かく
み
往
く
」（
中
巻
第
五
縁
）
と
、
髪
の
毛
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
程
度
で
あ
る
。
死
者
は
死
の
床
か

ら
徒
歩
で
冥
界
に
連
れ
て
い
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
姿
は
ま
わ
り
の
も
の
に
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
経
典
に
あ
る
よ
う

に
「
極
細
」
で
見
え
な
い
と
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
中
有
」
に
は
、「
健けん
達だつ
縛ば
」「
求
生
」「
趣
生
」「
起
」
な
ど
の
い
く
つ
か
の
異
名
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
「
健
達
縛
（g

a
n
d
h
a
r-

v
a

）」
は
、「
食
香
」
と
漢
訳
さ
れ
る
。
中
有
は
香
を
食
べ
、
香
を
尋
ね
て
い
く
か
ら
だ
と
い
う
。

諸
の
少
福
の
者
は
、
唯
、
悪
香
を
の
み
食
し
、
其
の
多
福
な
る
は
好
香
を
食
と
為
す
。

（『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
第
九
）

「
多
福
な
る
は
好
香
を
食
と
為
す
」
と
あ
る
が
、
上
巻
第
五
縁
の
大
部
屋
栖
野
古
の
遺
体
か
ら
は
芳
香
が
漂
っ
て
い
た
。
屋
栖
野

中有と冥界
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古
は
三
日
目
に
蘇
っ
て
、
死
後
の
体
験
を
語
っ
た
。

三
日
を
逕
て
す
な
は
ち
蘇よみ
甦がへ
る
。
妻
子
に
語
り
て
曰
は
く
「
五
色
の
雲
有
り
。
にじ

の
如
く
北
に
度わた
る
。
其
よ
り
往
き
て
、
其
の

雲
の
道
芳
し
き
こ
と
雞
舌
香
の
如
し
。
道
の
頭ほとりを
観
れ
ば
、
黄
金
の
山
有
り
。」

（
上
巻
「
三
宝
を
信
敬
ひ
て
現
報
を
得
る
縁
」
第
五
）

虹
の
よ
う
な
五
色
の
芳
香
の
雲
の
道
を
渡
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
芳
香
は
、
屋
栖
野
古
が
「
多
福
」
の
者
で
あ
っ
た
か
ら
と
解
す

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

ま
た
、「
少
福
の
者
は
、
唯
、
悪
香
を
の
み
食
し
」（『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
第
九
）
は
、
下
巻
第
二
十
六
縁
の
半
牛
半
人
と
し
て

蘇
っ
た
女
か
ら
悪
臭
が
漂
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

其
の
七
日
の
夕
に
、
更
甦
還

よ
み
が
へ

り
て
、
棺
の
蓋
自おの
づ
か
ら
開
く
。
是
に
棺
に
望
み
て
見
れ
ば
、
は
な
は
だ
臭
き
こ
と
たぐひ

無
し
。

腰
よ
り
上
の
方
は
、
既
に
牛
と
成
る
。

（
下
巻
「
強
ひ
て
理
に
あ
ら
ず
し
て
債
もののかひを

徴はた
り
て
多
く
倍ま
し
て
取
り
て
現
に
悪
し
き
死
の
報
を
得
る
縁
」
第
二
十
六
）

こ
の
説
話
は
、
慳
貪
な
田
中
真
人
広
虫
女
が
死
ん
で
七
日
目
に
棺
お
け
が
ひ
と
り
で
に
開
き
、
中
を
見
た
ら
、
上
半
身
だ
け
が
牛

に
な
っ
て
蘇
っ
て
い
た
と
い
う
、
衝
撃
的
な
説
話
で
あ
る
。

半
人
半
牛
に
な
っ
て
蘇
っ
た
と
は
、
転
生
に
失
敗
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
広
虫
女
が
死
ぬ
前
に
見
た
夢
の
中
で
、
閻
羅
王
が
広
虫
女

の
三
つ
の
罪
を
あ
げ
て
「
現
報
を
得
べ
し
。
今
汝
に
示
す
な
り
」
と
告
げ
た
と
い
う
の
で
、
転
生
で
は
な
く
、
半
身
が
牛
と
な
っ
て

現
世
に
蘇
る
と
い
う
「
現
報
」
で
あ
る
。
牛
人
間
に
な
っ
た
広
虫
女
は
、
牛
の
よ
う
に
地
面
の
草
を
食
ん
で
は
反
芻
し
、
衣
類
を
着

ず
に
裸
で
地
べ
た
に
伏
し
、
五
日
後
に
死
ん
だ
と
い
う
。
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香
に
関
す
る
説
話
と
し
て
、
前
掲
の
下
巻
第
三
十
六
縁
が
あ
る
。
藤
原
朝
臣
永
手
の
子
家いへ
依より
は
、
永
く
病
を
患
っ
て
い
た
が
、
一

人
の
禅
師
が
病
気
治
癒
の
た
め
に
身
代
わ
り
に
な
ろ
う
と
、
手
の
上
に
香
を
置
い
て
焚
き
、
行
道
し
て
陀
羅
尼
を
読
ん
だ
。
す
る
と
、

家
依
に
死
ん
だ
父
の
永
手
が
憑
い
て
語
っ
た
。
自
分
は
生
前
、
法
華
寺
の

を
倒
さ
せ
、
西
大
寺
の
塔
を
八
角
か
ら
四
角
に
し
て
七

層
か
ら
五
層
に
減
ら
し
た
。
そ
の
罪
の
た
め
に
閻
羅
王
の
宮
に
連
れ
て
行
か
れ
、
火
の
柱
を
抱
か
さ
れ
釘
を
手
に
打
ち
立
て
ら
れ
て

い
た
が
、
宮
の
中
に
煙
が
充
満
し
て
き
て
、
禅
師
の
手
の
上
に
た
い
た
香
だ
と
わ
か
る
と
、
閻
羅
王
は
自
分
を
追
い
帰
し
た
。
し
か

し
、
体
が
火
葬
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
依
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
故
に
道
中
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

禅
師
が
身
を
捨
て
て
香
を
焚
い
た
た
め
に
、
永
手
は
責
め
苦
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
追
善
供
養
に
香
を
焚
く
こ
と
の
勧
め

と
し
て
成
り
立
つ
説
話
で
あ
る
。

中
有
の
異
名
の
一
つ
「
求
生
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二
に
は
求
生
。
常
に
喜
び
て
当
に
生
ず
べ
き
処
を
尋
察
す
る
が
故
な
り
。

（『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
第
十
）

「
当
生
」
は
来
世
の
こ
と
で
、
中
有
は
常
に
次
の
生
を
喜
ん
で
尋
ね
る
と
い
う
。
中
巻
第
七
縁
の
智
光
は
、
地
獄
の
熱
気
が
「
極

め
て
熱
く
し
て
悩
む
と
い
へ
ど
も
、
心
は
近
就
か
む
と
欲おも
ふ
」
と
あ
り
、
下
巻
第
二
十
二
縁
の
他
田
舎
人
蝦
夷
が
冥
界
で
、
熱
く
焼

け
た
鉄
と
銅
の
柱
に
抱
き
つ
き
た
く
な
っ
た
と
あ
る
が
、「
常
に
喜
び
て
当
に
生
ず
べ
き
処
を
尋
察
す
る
」
と
い
う
中
有
の
性
質
に

よ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

鉄
と
銅
と
熱
し
と
い
へ
ど
も
、
熱
き
に
あ
ら
ず
安しづかに
あ
ら
ず
。
編
み
た
る
鉄
重
し
と
い
へ
ど
も
、
重
き
に
あ
ら
ず
軽
き
に
あ
ら

ず
。
悪
し
き
業
に
引
か
れ
、
た
だ
し
抱
き
荷
は
む
と
欲
ふ
。

（
下
巻
「
重
き
斤はかりを
も
ち
て
人
の
物
を
取
り
ま
た
法
花
経
を
写
し
て
現
に
善
と
悪
と
の
報
を
得
る
縁
」
第
二
十
二
）

中有と冥界
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傍
線
部
の
「
悪
し
き
業
に
引
か
れ
」
は
、
前
掲
の
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
や
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
に
似
た
表
現
が
み
ら
れ

る
。
中
有
と
次
の
本
有
は
「
一
業
に
引
か
れ
て
い
る
」
の
で
、
中
有
は
来
世
の
本
有
の
姿
を
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
地
獄
と

い
う
来
世
に
も
惹
か
れ
て
し
ま
う
の
は
、「
一
業
を
引
く
故
に
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

中
有
と
本
有
と
は
、
一
業
の
引
く
も
の
な
る
が
故
に
。

（『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
七
十
）

此
は
一
業
を
引
く
故
に
、
当
の
本
有
の
形
の
如
し
。

（『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
第
九
）

五

「
中
陰
」
は
、
四
十
九
日
の
「
期
間
」
を
示
す
意
味
合
い
を
強
め
て
い
っ
た
が
、「
中
有
」
は
空
間
的
な
意
味
合
い
に
と
ら
え
ら
れ

て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
世
以
後
、「
中
有
に
迷
う
」「
中
有
の
旅
」
と
い
う
表
現
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
虚
空

や
空
中
の
意
味
を
か
け
て
「
宙
宇
」
の
表
記
も
用
い
ら

７
）

れ
た
。

イ
ヤ
な
ふ
四
十
九
日
が
其
間
、
魂
宙
宇
に
迷
ふ
と
聞
く
。

（
浄
瑠
璃
「
一
谷

軍
記
」）

し
か
し
、
仏
典
語
の
「
中
有
」
は
場
所
や
空
間
を
さ
す
の
で
は
な
く
、
死
と
生
の
間
の
身
体
、
存
在
を
い
う
の
で
あ
る
。
天
・

人
・
阿
修
羅
・
餓
鬼
・
畜
生
・
地
獄
の
六
道
（
六
趣
）
で
は
な
く
、
中
有
と
い
う
世
界
が
あ
る
の
で
も
な
い
。
中
有
は
ど
こ
か
の
異

空
間
で
は
な
く
、「
死
す
る
処
に
生
ず
る
」
と
さ
れ
る
。

若
し
爾
ら
ば
、
中
有
も
亦
、
是
れ
趣
な
る
べ
し
。

爾
ら
ず
。
趣
の
義
と
相
応
せ
ざ
る
が
故
に
。
趣
と
は
謂
は
く
往
く
所
な
り
。〔
然
る
に
〕
中
有
を
説
き
て
是
れ
往
く
所
と
は
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言
ふ
可
か
ら
ず
。〔
是
れ
は
〕
即
ち
死
す
る
処
に
生
ず
る
が
故
な
り
。

（『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
第
八
）

本
来
中
有
は
空
間
と
し
て
の
意
味
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
漢
訳
経
典
の
中
に
も
、
中
有
を
一
つ
の
世
界
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
も

の
も
み
ら
れ
る
。

秦
の
竺
仏
念
訳
『
中
陰
経
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。

般
涅
槃
後
に
仏
が
中
陰
（＝

中
有
）
に
な
り
、
し
か
も
説
法
す
る
と
い
う
構
想
に
も
驚
か
さ
れ
る
が
、
経
中
に
、
妙
覚
如
来
が

「
神
力
を
以
て
中
陰
中
に
入
り
、
七
宝
の
高
座
（
中
略
）
を
化
作
し
」
云
々
と
あ
る
な
ど
、
中
陰
と
い
う
世
界
が
こ
の
世
界
と

は
別
に
存
在
し
て
い
る
と
誤
解
し
て
い
る
節
も
あ
り
、
こ
の
経
典
が
、
仏
教
の
世
界
観
を
い
ま
だ
十
分
に
は
消
化
し
て
い
な
い

異
文
化
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
偲
ば
せ
る
。

（『
大
蔵
経
全
解
説
大
辞
典
』、『
中
陰
経
』
の
項
、
解
説
加
治
洋
一
）

加
治
氏
は
『
中
陰
経
』
が
偽
経
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
も
し
中
国
作
成
の
偽
経
だ
と
す
る
と
、
中
有
を
一
つ
の
世

界
と
し
て
誤
解
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
死
後
の
世
界
の
観
念
を
多
く
の
民

族
が
有
し
て
い
る
た
め
に
、
同
じ
よ
う
に
混
同
す
る
傾
向
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

閻
魔
王
の
原
型
で
あ
る
古
代
イ
ン
ド
の
ヤ
マ
王
も
、『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
に
は
死
者
の
世
界
で
祖
霊
と
共
に

宴
を
楽
し
む
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。
や
が
て
冥
府
王
の
閻
魔
王
信
仰
が
成
立
し
、
中
国
の
仏
教
説
話
で
は
、
閻
魔
王
の
冥
府
の
様
子
が
、
現
実
の

官
府
そ
の
ま
ま
に
描
か
れ
る
。
主
人
公
が
死
ぬ
と
使
者
に
連
れ
ら
れ
て
城
門
に
入
り
、
中
の
官
府
に
お
い
て
閻
魔
王
は
じ
め
諸
官
に

よ
る
裁
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

冥
史
の
為
に
摂
せ
ら
れ
南
行
し
て
門
に
入
る
。
門
内
の
南
北
に
大
な
る
街
あ
り
。
左
右
を
夾
み
て
往
き
往
く
に
官
府
の
門
舎
あ

り
。

（『
冥
報
記
』
中
巻
第
十
五
話
）

『
日
本
霊
異
記
』
で
も
、
多
く
の
場
合
閻
羅
王
の
使
い
に
冥
界
に
連
れ
て
行
か
れ
る
が
、
そ
の
途
中
に
、
道
が
あ
り
、
野
が
あ
り
、

中有と冥界
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坂
が
あ
る
。

行
く
路
広
く
平
たひらかに

し
て
、
直
き
こ
と
墨
縄
の
如
し
。

（
中
巻
第
十
六
縁
）

使
四
人
有
り
。
共
に
副
ひ
将
て
往
く
。
初
に
広
き
野
に
往
き
、
次
に
卒さが
し
き
坂
有
り
、
坂
の
上
に
登
り
て
大
な
る
観
たかどの

有
る
を

観
る
。

（
下
巻
第
二
十
二
縁
）

ま
た
、「
大
河
」（
上
巻
第
三
十
縁
）
や
「
深
い
河
」（
下
巻
第
九
縁
）
も
あ
り
、
野
外
を
は
る
ば
る
と
歩
い
て
い
く
描
写
で
あ
る
。

中
国
の
も
の
に
は
、
道
中
の
描
写
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
着
い
た
先
に
は
楼
閣
や
宮
や
閻
羅
の
み
か
ど
が
あ
る
が
、
中
国
仏
教
説

話
の
官
府
の
よ
う
な
具
体
的
な
描
写
は
な
く
、
諸
氏
の
指
摘
の

８
）

通
り
、
中
国
仏
教
説
話
の
冥
界
と
は
大
分
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
の
冥
界
は
、「
閻
羅
国
」「
閻
羅
闕
」
の
ほ
か
に
、「
黄
泉
」
と
も
称
さ
れ
る
（
上
巻
第
三
十
縁
、
下
巻
第
三
十
五
縁

な
ど
）。
中
巻
第
七
縁
の
智
光
の
蘇
生
説
話
で
は
「
慎ゆめ
黄
泉
つ
竈
の
火
の
物
を
食
ふ
こ
と
な
か
れ
」
と
あ
る
。「
葦
原
国
に
名
と
聞
と

あ
る
智
し
き
者
」
と
も
あ
り
、「
葦
原
中
国
↑
↓
黄
泉
国
」
と
い
う
日
本
神
話
的
世
界
観
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
上
巻
第
三
十
縁
な
ど
に
は
「
度
南
国
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
道
教
に
お
い
て
、
死
者
の
魂
が
煉
度
さ
れ
仙
と
な

る
所
で
あ
る
「
南
宮
」
の
伝
承
を
背
後
に
持
っ
て
い
る
と

９
）

い
う
。「
南
宮
」
が
、
不
死
の
仙
の
世
界
へ
の
中
継
的
世
界
で
あ
る
と
い

う
点
に
、「
中
有
」
と
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
日
本
霊
異
記
』
の
冥
界
は
、
中
国
仏
教
説
話
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら
も
、
異
な
る
要
素
の
多
い
世
界
で
あ

る
。
上
巻
序
に
よ
る
と
、
中
国
説
話
集
は
、「
他
国
の
伝
録
」
で
あ
る
の
で
、「
自わ
が
土くに
の
奇あや
し
き
事
を
信
うやまひ

恐おそ
」
る
た
め
に
『
日
本

国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
を
編
纂
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、『
日
本
霊
異
記
』
は
「
自わ
が
土くに
」「
日
本
国
」
の
伝
録
な
の
で
、「
他
国

（
漢
地
・
大
唐
）」
の
説
話
の
す
べ
て
を
模
倣
す
る
必
要
が
な
く
、
日
本
に
は
日
本
の
冥
界
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な

四八



ろ
う
。
景
戒
は
、
生
死
輪
廻
、
四
有
と
い
う
確
立
さ
れ
た
仏
教
的
概
念
の
上
に
、
仏
教
以
外
の
要
素
も
取
り
込
ん
で
、「
自わ
が
土くに
」

の
冥
界
を
構
築
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
日
本
霊
異
記
』
蘇
生
説
話
に
は
、
仏
教
、
道
教
、
日
本
古
来
の
冥
界
伝
承
な
ど
が
何
層
に
も
習
合
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
景
戒

や
、
景
戒
以
前
の
説
話
伝
承
者
ら
の
、
仏
教
以
外
の
従
来
の
信
仰
や
伝
承
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
方
便
と
し
て
吸
収
、
融
合
を

め
ざ
し
、
聴
衆
や
読
者
を
獲
得
し
て
、
日
本
に
お
い
て
ひ
ろ
く
法
を
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
の
蘇
生
説
話
の
主
題
は
、
生
前
の
善
と
悪
が
死
後
の
運
命
を
定
め
る
と
い
う
、
因
果
応
報
の
理
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
冥
界
を
体
験
し
て
き
た
奇
跡
の
蘇
生
者
の
み
が
伝
え
得
る
「
真
実
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体
の
一
割
以
上
も
点
め
る
蘇
生

説
話
は
、
巧
み
に
読
者
の
興
味
を
引
き
つ
つ
、
因
果
応
報
の
理
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

六

日
本
人
の
他
界
観
は
、『
日
本
霊
異
記
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
的
観
念
を
受
け
入
れ
つ
つ
展
開
し
て
い
っ
た
。

井
之
口
章
次
氏
は
、
正
式
の
仏
教
渡
来
以
前
に
、
仏
教
ふ
う
の
他
界
観
が
入
っ
て
日
本
人
の
他
界
観
に
強
い
影
響
を
与
え
、
や
が

て
、
奈
良
時
代
以
降
の
高
僧
た
ち
が
、
従
来
の
他
界
観
は
そ
の
ま
ま
認
め
た
上
で
、
よ
り
整
備
さ
れ
た
仏
教
の
来
世
観
を
、
霊
肉
分

離
の
期
間
に
あ
て
は
め
た
の
だ
ろ
う
と
し
て
、

日
本
人
の
他
界
観
念
に
は
異
質
の
も
の
が
（
程
度
の
ち
が
い
か
も
し
れ
ぬ
が
）
か
さ
な
り
、
か
ら
ま
り
合
っ
て
、
少
く
と
も
二
重

の
構
造
を
な
し
て
い
る
、
と
言
え
る
よ
う
に
思
う
。

（『
日
本
の
葬
式
』）

中有と冥界
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と
述
べ
て
い
る
。

「
中
陰
」
の
観
念
も
、
各
地
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
儀
礼
に
融
合
し
て
い
っ
た
実
例
が
、
民
俗
学
の
調
査
に
よ
っ
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
現
代
に
お
い
て
も
、「
四
十
九
日
間
は
死
者
が
軒
端
に
い
る
」
と
い
っ
た
言
葉
が
、
少
な
か
ら
ぬ
実
感
を
持
っ
て
語
ら

れ
て
い
る
。
死
と
い
う
不
在
を
受
け
入
れ
る
期
間
と
し
て
、
四
十
九
日
間
が
ち
ょ
う
ど
適
合
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

死
に
よ
っ
て
霊
魂
と
肉
体
が
分
離
す
る
と
考
え
る
日
本
人
に
と
っ
て
、
中
陰
法
要
や
、
初
七
日
か
ら
三
回
忌
ま
で
の
十
仏
事
は
、

霊
魂
が
肉
体
を
完
全
に
離
れ
、
遠
い
他
界
に
旅
立
ち
、
カ
ミ
、
ホ
ト
ケ
と
呼
ば
れ
る
祖
霊
に
な
る
ま
で
の
期
間
と
し
て
習
合
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
た
。
現
代
で
は
一
般
的
に
、
追
善
供
養
は
三
十
三
回
忌
を
弔
い
上
げ
と
し
、
そ
れ
以
降
も
五
十
回
忌
ご
と
に
行
な
う
こ

と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
長
期
間
に
わ
た
る
供
養
は
、
仏
事
供
養
が
、
本
来
の
仏
教
的
輪
廻
転
生
の
概
念
か
ら
離
れ
、
祖
先
礼
拝
と
し

て
定
着
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。『
日
本
霊
異
記
』
の
蘇
生
説
話
に
は
、「
中
有
」
の
日
本
的
解
釈
と
い
え
る
冥
界
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
仏
教
が
日
本
人
の
死
生
観
に
深
く
く
い
こ
ん
だ
形
で
根
を
は
り
始
め
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

注１
）

蘇
生
の
モ
チ
ー
フ
の
あ
る
説
話
は
す
べ
て
「
蘇
生
説
話
」
と
し
て
分
類
し
た
。

２
）
「
辛
巳
、
天
皇
崩
り
ま
し
ぬ
。」「
壬
午
、（
中
略
）
黄
文
連
本
実
等
を
以
て

宮
の
事
に
供
奉
ら
し
む
。
挙
哀
、
着
服
、
一
ら
遺
詔
に

依
り
て
行
は
し
む
。
初
七
よ
り
七
七
に
至
る
ま
で
、
四
大
寺
に
設
斎
す
。」（『
続
日
本
紀
』
慶
雲
四
年
六
月
）
和
田
萃
氏
は
、
宮
廷
に

お
け
る

と
中
陰
法
要
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「

が
営
ま
れ
た
こ
と
が
記
録
に
明
ら
か
な
の
は
文
武
天
皇
ま
で
で

あ
る
。
そ
し
て
元
明
太
上
天
皇
以
後
は
、
崩
御
の
日
か
ら
埋
葬
ま
で
が
さ
ら
に
著
し
く
短
縮
さ
れ
、
例
外
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
初
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七
か
ら
三
七
忌
内
で
あ
り
、
七
七
日
の
間
は
七
日
目
ご
と
に
追
善
供
養
を
行
い
、
死
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
い
て
、
明
ら
か
に
仏
教
思
想

に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
文
武
天
皇
以
前
と
は
明
瞭
な
差
が
あ
る
」（「

の
基
礎
的
考
察
」『
史
林
』
第
五
十
二
巻
第
五
号
、

一
九
六
九
年
九
月
）。

３
）

小
林
信
彦
氏
は
、
僧
が
死
ん
で
か
ら
蛇
が
成
長
し
き
る
ま
で
を
四
十
九
日
と
す
る
に
は
短
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
の
「
心
の
移

転
」
で
は
な
く
、
日
本
人
が
身
体
か
ら
自
由
に
離
脱
で
き
る
と
考
え
た
「
た
ま
」
が
、
蛇
に
取
り
憑
い
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
小
林
信
彦
「『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
三
八
話
に
描
か
れ
る
「
た
ま
」
の
文
化
｜
日
本
人
が
仏
教
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
背
景
｜
」、

『
説
話
論
集
』
第
五
集
、
一
九
九
六
年
）

４
）
「
彼
の
忠
を
詠
は
し
め
」（
上
巻
第
五
縁
）
は
、

儀
礼
に
お
け
る
「
誄
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
宮
廷
に
お
い
て
、

庭

に
お
け
る
誄
が
導
入
さ
れ
た
の
は
安
閑
朝
末
年
だ
と
い
う
（
和
田
萃
前
掲
論
文
）。『
日
本
霊
異
記
』
巻
頭
説
話
に
も
、
小
子
部
栖
軽
が

死
ん
だ
と
き
、「
七
日
七
夜
彼
の
忠
信
を
詠
は
し
め
た
ま
ふ
」
と
あ
り
、
同
様
の
儀
礼
と
考
え
ら
れ
る
。
七
日
間
と
い
う
期
間
は
、
中

陰
法
要
の
影
響
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。『
日
本
書
紀
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る

は
天
皇
や
皇
太
子
の
記
録
が
殆
ど
で
あ
る
が
、
天

智
天
皇
八
年
藤
原
鎌
足
の

の
記
事
も
あ
る
の
で
、
忠
臣
は
宮
廷
で

を
行
な
う
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

５
）
「
十
九
日
」
に
つ
い
て
、
松
浦
貞
俊
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
注
釈
』
に
次
の
よ
う
な
注
が
あ
る
。「
想
ふ
に
「
十
」
又
は
「
于
」

は
「

」
の
誤

。「
中
陰
四
十
九
日
間
」
の
謂
か
」。

（
６
）
出
雲
路
修
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
30

日
本
霊
異
記
』、「
地
を
点
め
て

を
作
り
、

し
て
置
く
」（
下
巻
第
二
十
二
縁
）
の

脚
注
に
、「「

」
を
、
諸
注
は
「
も
が
り
」
と
訓
み
、「
葬
」
の
前
段
階
の
よ
う
に
解
す
る
が
、
疑
わ
し
い
。
賊
盗
律
、
お
よ
び
そ
の

疏
で
は
、「

」
は
そ
の
次
の
段
階
に
「
葬
」
を
予
想
し
て
は
い
な
い
。
墳
墓
を
つ
く
り
そ
の
中
に
収
め
る
、
と
い
う
か
た
ち
で
葬
る

こ
と
を
「

」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
説
話
の
「
丙
年
の
人
な
る
が
故
に
焼
き
失
は
ず
」
の
注
に
、「
本
書
で
は
、

中有と冥界
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死
骸
が
火
葬
さ
れ
ず
に
保
存
さ
れ
た
こ
と
の
理
由
が
記
述
さ
れ
る
説
話
が
多
い
」
こ
と
、「
中
国
説
話
の
世
界
に
広
く
み
ら
れ
る
、
体

が
ま
だ
温
か
か
っ
た
の
で
葬
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
理
由
の
も
の
は
み
え
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

７
）
「
宙
宇
」
は
「
宇
宙
」
の
同
意
語
。
近
代
に
お
い
て
も
「
宇
宙
」
を
「
宙
宇
」
と
す
る
こ
と
が
あ
り
、
宮
沢
賢
治
の
使
用
語
彙
に
も

「
宙
宇
」
が
あ
っ
た
。「
宙
宇
は
絶
え
ず
わ
れ
ら
に
よ
っ
て
変
化
す
る
」（「
生
徒
諸
君
に
寄
せ
る
」）。
私
は
、「
中
有
」
と
「
宙
宇
（
宇

宙
）」
の
連
想
に
よ
り
、
銀
河
鉄
道
を
思
い
出
す
。
宮
沢
賢
治
は
、
死
後
間
も
な
い
魂
は
、
中
有＝

宙
宇
、
す
な
わ
ち
宇
宙
を
渡
っ
て

旅
立
っ
て
い
く
と
空
想
し
た
の
で
は
な
い
か
。『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
は
、
宮
沢
賢
治
に
よ
る
、
近
代
に
お
け
る
「
中
有
」
の
物
語
と
し

て
も
読
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

８
）

出
雲
路
修
「
よ
み
が
へ
り
考
」（『
説
話
集
の
世
界
』）、
入
部
正
純
「
日
本
霊
異
記
に
お
け
る
冥
界
」（『
日
本
霊
異
記
の
思
想
』）、
西

村
亜
希
子
「『
冥
報
記
』
と
『
日
本
霊
異
記
』
の
冥
界
」（『
成
城
国
文
学
』
第
二
十
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
な
ど
。

９
）

注

８
）出
雲
路
氏
論
文
参
照
。
出
雲
路
氏
は
上
巻
第
三
十
縁
・
第
三
十
五
縁
・
第
三
十
七
縁
の
三
話
に
つ
い
て
、「
九
州
に
関
係
あ

る
人
物
が
、
死
に
、
蘇
生
し
、
そ
の
事
件
を
文
書
に
し
た
」
と
い
う
共
通
祖
話
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
し
、「

蘇
生

を
述
べ
た
共
通

祖
話
に

冥
界
游
行

を
述
べ
た
部
分
を
注
入
し
て
、
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」、「
中
国
の
志
怪
小
説

き
わ
め
て
多
様
な

冥
界
游
行

説
話
に
満
ち
て
い
る

と
の
接
触
が
、
死
後
の
世
界
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

蘇
生
説
話

を

冥
界
游
行
説
話

へ
と
変
貌
さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
、「
よ
み
」
が
「
黄
泉
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
閻
魔
王
の
冥
界
伝

承
に
習
合
し
て
い
く
過
程
を
証
し
て
い
る
。
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